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した．移植後，1000 倍希釈液肥（N 濃度 0.15g・L–1）
を施用し，それぞれ移植 10，20，30 日後から 500 倍希
釈液肥に変更した 3 区（それぞれ I10，I20，I30 区）を
設定した．生育段階にあわせて移植 10 日後までは 9 日
おき，40 日後までは 4 日おき，それ以降は 2 日おきを目
安に希釈液肥を 1 ポットにつき 50，もしくは 100mL
施用した．液肥を施用しなかった日は，適宜灌水を行っ







子を 2011 年 9 月 5 日に播種し，全期間を通じて無加温
ガラス室内で栽培した．無肥料成分培養土（セル成型用
培養土無肥料型）を詰めたビニルポット（12cm）へ播
種 20 日後に移植した．移植時から 500 倍希釈した液肥
（OK-F-1）を施用し，それぞれ移植 20，30，40，50 日
後から 1000 倍希釈液肥に変更した 4 区（それぞれ D20，
D30，D40，D50 区）と，変更しなかった対照区を設け
た．移植後は，生育段階にあわせて 2 日から 9 日おき
に希釈液肥を 1 ポットにつき 50，もしくは 100mL 施
用した．液肥を施用しなかった日は，適宜灌水を行った．











を施用し，それぞれ移植 35，45 日後から 500 倍希釈液
肥に変更した 2 区（それぞれ I35，I45 区），移植時から
500 倍希釈液肥を施用し，移植 35 日後から 1000 倍希
釈液肥に変更した区（D35 区）を設定した．移植後は，
生育段階にあわせて 2 日から 4 日おきに希釈液肥を 1









育苗培養土（ナプラ野菜養土 S タイプ）を詰めた 128
穴セル成型トレイにレタス品種‘V レタス’種子を 2013





移植 25 日後から 500 倍希釈液肥に変更した区（I25 区），
移植時から 500 倍希釈液肥を施用し，移植 35 日後から
1000 倍希釈液肥に変更した区（D35 区）を設けた．さら
に，移植時から 1000 倍希釈液肥を施用し，移植 35 日後
から 500 倍希釈液肥を対照区の 2 倍の頻度で施用した区
（S35 区）を設定した．希釈液肥は 1 回あたり 1 ポットに
つき 100mL 施用し，施用頻度は S35 区を除いて各区同
じく生育段階にあわせて 2 日から 4 日おきとした．液肥
を施用しなかった日は，適宜灌水を行った．対照区の平
均的な生育のレタスを 1 株調査して，収穫適期と考えら
れる結球緊度が 0.35 g･cm–3 程度（小澤ら，2012）となっ















て移植 60 日後で 0.06g 少なかった（図－ 1A）．地上部
新鮮重は，移植時から高濃度の液肥を施用した対照区で



































3A）．低濃度から高濃度の液肥に変更した I35 と I45 区
図－ 1　液肥の施用濃度の上昇時期が累積窒素施用量の
推移と結球前の生育に及ぼす影響（実験 1）












少と同じ順序となった．I35 区は移植 81 日後に収穫期に
達し，その時の結球葉新鮮重は収穫期の対照区と同等で








肥頻度を高くした S35 区で多かった（図－ 4A）．対照
図－ 2　液肥の施用濃度の低下時期が累積窒素施用量の
推移と結球前の生育に及ぼす影響（実験 2）















区では，移植 57 日後に結球緊度は 0.36g･cm–3 となり，
最も早く収穫期に達した（図－ 4B）．その時の他の処
理区では，結球緊度が 0.29 g･cm–3 以下であり，収穫期
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Control of the Growth and Harvest Time of Pot-cultured Lettuce 
(Lactuca sativa L.) by Changing the Concentration 
and Application Frequency of Liquid Fertilizer
Hidekazu Sasaki, Yuka Nakano and Kunihiko Okada
Summary
We investigated the effects of changing the liquid fertilizer concentration and application frequency on the 
growth and harvest time of pot-cultured lettuce (Lactuca sativa L.), with the goal of developing technologies for 
controlling growth and harvest time in open-ﬁeld cultivation.  The later the liquid fertilizer concentration was 
changed from low to high, the smaller the shoot fresh weight of the lettuce at harvest.  In addition, the shoot 
fresh weight decreased when the fertilizer concentration decreased early in the cultivation period.  When the 
fertilizer concentration changed from low to high or from high to low, the shoot weight remained smaller than 
that in the control, in which a high concentration of liquid fertilizer was applied.  The harvest time was earliest 
in the control.  However, the shoot weight of lettuce for which the fertilizer concentration was changed during 
the growth period eventually equaled that of the control, though with a delay of 4-10 days.  These results 
suggest that changing the concentration of liquid fertilizer and its application frequency can control the growth 
and harvest time of pot-grown lettuce.
